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安全衛生の責任は誰にあるのか 

事業者・労働者の協力で安全衛生の確保を 

安全衛生の責任は誰にあるだろうか。 

責任の所在がはっきりしなければ、任務の遂行も責任が持てないことになる。まずだれ

に責任があるかはっきりさせる必要がある。 

安全衛生の責任は事業者にあるだろうか。それとも労働者にあるだろうか。また、安全

衛生のスタッフ部門だろうか。あるいは日常業務を行うライン部門だろうか。その答えの

ヒントは、労働安全衛生法の各条文にある。 

 

労働安全衛生法は第 1 条から１２３条からなっているが、その大部分は事業者に対する

規制内容となっており、主語が「事業者は・・・」となっていることからも事業者に対す

る責任があることは明らかである。特に第３条は事業者等の責務として、法の最低基準を

守るだけではなく、労働者の健康と安全を確保するようにしなければならないと大枠を定

めている。事業者とはその事業所のトップの人であり、その事業所の事業を統括する立場

の人で社長・支店長・工場長などである。 

では安全衛生の確保はすべて事業者の責任なのであろうか。 

決してそうではない。第４条には、労働者が主語となって労働災害を防止するための必

要な事項を守ることや、事業者等が実施する災害防止に関する措置に協力するようにしな

ければならないと決められている。 

たとえば、労働安全衛生規則第１９４条の２２第２項では、労働者は事業者が定めたと

きは安全帯を使用しなければならないと定められている。すなわち、安全衛生の確保は事

業者とともに労働者の責任でもあるわけである。 

事業場等の組織では事業者、労働者ともに力を合わせて安全衛生の確保に努める責任が 

あることになる。 

 

スタッフとラインの職務分担 

では誰が安全衛生の推進をするべきであろうか。 

事業者が何から何まですべての安全衛生事項を推進しなければならないか。社長自ら推
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進しているケースもあるが、多くは、技術的事項はスタッフである安全管理者、衛生管理

者、あるいは安全衛生推進者等に委任している。責任と権限を委譲しているわけである。

事業者に変わって安全衛生管理を担当する安全衛生スタッフの役割の重要性がクローズア

ップされる。責任ある権限を持ってスタッフは業務を遂行することになる。 

しかしながら安全衛生の業務と責任はすべてスタッフ部門が担うことになるだろうか。

スタッフとラインの職務分担を明確にしておく必要がある。下記は安全衛生健康管理のス

タッフと一般ラインの職務の分担の一例である。 

 

表       スタッフとラインの職務分担の例 

安全衛生スタッフ          ライン    

 コンプライアンス        ○ コンプライアンス  

 基準の作成            ○ 基準に従って実施  

 仕組みとシステムの構築      ○ 仕組みに則り実施  

 教育                ○ 受講・訓練    

 モニター             ○ 自主点検  

  (監査・レビュー・検査・点検 ・健診未受信者のフォロー等 )     

 安全衛生プログラムの開発・推進 ○安全衛生プログラムの実施  

 (ヒヤリ・ハット、危険予知訓練、リスクアセスメント、安全衛生マネジメントシステム等) 

 

「安全衛生はラインの責任」といわれて久しいが、日常の安全衛生はまだスタッフ部門

専門の仕事と思っているライン管理者がいる。上記の分類に従って分析した場合、過去の

監査の結果の例によれば８割はラインの責任範囲の不適合で、残りの２割はスタッフ部門

の責任分野の不適合であった。 

安全衛生スタッフの主業務は、基準の作成、管理の仕組みの確立、その教育、基準と仕

組みが実践されているかモニターすることである。一方、ラインの職務は日常の業務の中

に安全衛生を組み込んで行うことであり、何も特別のこと、余分なことをやるわけではな

い。業務の一部として行うことが大事である。 

このようにそれぞれ対比して安全衛生健康管理のスタッフの役割と責任を明確にしてい

くことにより、自分の立場では何をしなければいけないのかが明確になる。小規模の事業

所ではラインとスタッフの機能を兼任しているところもあるだろうが、その業務はどちら

の立場で行うことなのか認識しておくことが必要である。 

安全衛生管理の進め方 

労働安全衛生管理の推進に当たっては、 

①企業と社会を取り巻く各種の課題を認識し、安全衛生健康管理のスタッフとしてプロ

フェッショナルの能力向上を図る 

②職務と役割をしっかり理解して安全衛生管理体制を確立する 

③スタッフとラインの役割分担を明確にしておく 

ことが安全衛生管理を進める基本となる。 

法令遵守だけでは安全衛生の確保、あるいは安全衛生配慮義務の履行が困難となってい

るため、自主活動の推進により法律は最低限の基準と位置づけ、自主基準の設定でより安

全化、快適化を目指すことがこれからのプロが目指すことになると見られる。                    


